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お知らせ

当社は2011/３期より決算期を9月30日から3月31日に変更していることから、
2012/３期（2011年４月１日から2012年3月31日）に対応する前年同連結会計期間
がありません。
そのため、連結経営成績に関する定性的情報につきましては比較を容易にするため、

前年同期（2010年４月１日から201１年3月31日）との比較でご説明いたします。

当期

前年同期

4/1
4/1

3/31
9/30

2012/3期

2010/9期 2011/3期

10/1
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決算ハイライト

ＰＬ

利益勘定科目は過去最高を達成

当期 前年同期 前年同期比 計画 計画比

売上高 6,054億70百万円 5,940億33百万円 101.9% 5,955億円 101.7%

634億86百万円 631億18百万円 100.6% 625億円 101.6%

売上比 10.5% 10.6% 10.5%

565億14百万円 567億４百万円 99.7% 561億円 100.7%

売上比 9.3% 9.5% 9.4%

69億72百万円 64億13百万円 64億円
売上比 1.2% 1.1% 1.1%

9億24百万円 8億38百万円 110.3% 8億円 115.5%

78億96百万円 72億51百万円 72億円
売上比 1.3% 1.2% 1.2%

▲7億78百万円 ▲37億90百万円 - 2億円 -

42億74百万円 18億23百万円 43億円
売上比 0.7% 0.3% 0.7%

売上総利益

販売管理費

営業利益

営業外損益

108.7% 108.9%

経常利益
108.9% 109.7%

特別損益

当期純利益
234.4% 99.4%

主要勘定科目について前年同期、計画比較を含めた一覧を用意いたしました。

売上高 6,054億70百万円

売上総利益 634億86百万円

営業利益 69億72百万円

経常利益 78億96百万円

当期純利益 42億74百万円

となり、前年同期及び計画を上回ることが出来ました。

これにより、経常利益率は1.3％となりました。
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決算ハイライト

B/S

純資産は600億円超

当期末 前期末 増減額

1,898億32百万円 1,653億74百万円 244億57百万円

621億61百万円 573億84百万円 47億77百万円

32.7% 34.7% ▲2.0%

4,842.79 4,470.55 372.24

総資産

純資産

自己資本比率

１株当たり
純資産(円）

前期末と比較し、総資産は、主に年度末が金融機関の休日であったことにより、

増加いたしました。

純資産は47億円強増加し621億円となりました。

自己資本比率は、総資産の増加に伴い、前期末と比べ2.0％減少の32.7％となりました。

１株当たり純資産は4,842.79円となりました。
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商品売上高 物流収入手数料

（単位：億円）

5,940

6,054

5,955

＋
114億

円

売上高

CVS・大手量販店との取引好調により増収

主要勘定科目についてご説明いたします。

グラフは左から青が「前年同期」、赤が「当期実績」、黄色が「計画値」です。

売上高は、前年同期比で114億円増加の6,054億円（前年同期比101.9%）となり

6,000億円台を回復いたしました。

子会社であった静岡メイカンの連結除外による売上減（▲72.9億円）はありましたが、

コンビニエンスストア・大手量販との取引好調により増収となりました。

物流収入手数料は前年同期に比べ若干増加いたしました。
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12.0%商品売上総利益 物流収入手数料 売上総利益率

631 634 625

（単位：億円）

売上総利益

CVS等との取引拡大と物流収入手数料増により増益

売上総利益は子会社の連結除外による減益要因がありましたが、

CVSを中心とした既存取引の拡大、物流収入手数料増加により、

前年同期比3.6億円の増益となりました。
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11.0%物流関連コスト その他 販売管理費率

567 565 561

（単位：億円）

販売費及び一般管理費

販管費を抑制

販売費及び一般管理費につきましては、前年同期比

率で9.5%から9.3%、金額で1.8億円減少いたしました。
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（単位：億円）

営業利益
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売上拡大とｺｽﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄにより増益

営業利益は、3.6億円の売上総利益増と1.8億円の販売管理コスト圧縮により、

前年同期比5.5億円（8.7％）の増益となり、営業利益は69億円となりました。

また、営業利益率は、前年同期から0.1％改善し、1.2％となりました。
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営業外損益

1.02.10.5内、持分法損益

8.3

前年同期 計画当期

8.09.2営業外損益

（単位：億円）

営業外損益は、営業外費用が若干増加したものの、

持分利益1.6億円増加により、差引１億円増加いたしました。
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経常利益

過去最高益を達成

（単位：億円）
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経常利益は、営業利益及び営業外収益の増加により、

前年同期比較8.9%（6億44百万円）増加の79億円を達成し、

過去最高益となりました。

経常利益率も1.3％となり、1.0％を上回る水準で巡航する事が出来ました。
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当期純利益

過去最高益を達成

（単位：億円）
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当期純利益は、経常利益の増加に加え、

投資有価証券の売却益や前期に発生した災害損失や

有価証券の減損処理が減少したことなどから、

前年同期比24億円増加の42億74百万円で着地いたしました。

これにより当期純利益も過去最高益となりました。
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減価償却費・設備投資

4

17

前年同期 計画当期

31１2設備投資

17１７減価償却費

情報システム関連等の投資を実行

（単位：億円）

減価償却および設備投資です。

今期の設備投資は主に情報システム投資でありました。
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税金等調整前当期純利益119119営業活動による
キャッシュ・フロー

▲▲8181投資活動による
キャッシュ・フロー

228228現金及び現金同等物の
期首残高

当期 主な要因

財務活動による

キャッシュ・フロー ▲▲99 配当金支払

現金及び現金同等物の
期末残高 257257

（単位：億円）

キャッシュフローの状況

キャッシュ・フローは、営業活動、投資活動、財務活動による結果、

257億円の期末残高となっております。
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株主還元（配当）

増益計画に基づき、来期も増配を計画
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当期末の「配当」については、公表しておりました32円に2円をプラスし、

34円とさせて頂きます。

来期につきましては、年間配当金は２円増配の68円を計画しております。
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2013年３月期計画
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当社を取り巻く経営環境は不透明感が続く

外部環境

海外

国内

◆ EU諸国の金融不安
◆ アジアの政治情勢
◆ アラブの春 等々の不安定情勢

◆ 政治の不安定、国家財政、
◆ 電力・原発問題
◆ デフレ、価格競争、消費動向
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計画

50

1.3

82

1.2

73

6,350

13/3期
計画

117.0%43当期純利益

-1.3経常利益率 ％

103.9%79経常利益

-1.2営業利益率 ％

104.7%69営業利益

104.9%6,054売上高

前期比
12/3期

実績

（単位：億円）

今期の経営計画です。

当社は2015年の創業130年に向け、経営計画「NEXT10」に基づき「卸機能日本一の
グッドカンパニー」を目指しています。

「NEXT10」最終年度まであと３年となる今期、売上高は12/3期に３年ぶりに回復した6,000
億円台を維持し、更に次のステージを目指します。

経常利益は12/3期に70億円台に乗ることが出来ました。安定的に80億円台以上を達成
できるよう引き続き経営努力してまいります。
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主要タスク

ポートフォリオ経営の実行

1．強化・拡大先企業との取引拡大

2．優良メーカーとの取引利益最大化

3．組織別ポートフォリオ経営の実行

4．不採算取引の改善による
赤字取引撲滅

5．新分野の拡大

営業戦略
6．全業務ＢＰＲの推進

7．物流コストの削減

8．次世代情報システム化の推進

9．マーケティング機能の向上

10．プロフェッショナル集団の育成

11．ＣＳＲ経営の推進

基本政策

経営資源の最大活用

業務効率最適化
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取引先政策

83.8% 86.0%

売上高シェア（上位100社）

前年同期 12/3期

優良客先との取引を深耕

営業分野では、「優良客先・優良メーカー」「成長業態」「成長商品」との「営業ポートフォリ
オ」の深耕に加え、

売上高の83％を占める、関東、関西、東海及び九州・中国、東北・北海道の強化を図り、
関西、東海の物流センターの統廃合を進めて行きます。
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仕入先政策

仕入高シェア（上位100社）

91.4% 91.5%

優良メーカーとの取引に集中化

前年同期 12/3期
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エリア政策

211

2,631
1,422 929

132

全社売上高
114億円（1.9%）増加

＋8.5%

＋6.6%

＋6.4% ＋0.4% ▲6.3%

+4.1%

（単位：億円）

726
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物流センター統廃合

ロジスティックス

２０１１年 首都圏実施
高島平 → 昭島、川口、川崎

２０１２年 関西、中京エリアで実施検討

トピックス
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タツヤ・カワゴエ

ブランドビジネス

ﾎﾟﾀｼﾞｴ マルシェ

トピックス

また、将来性のある分野として、ブランド商品開発、

ギフトカード、ＷＥＢ関連のＥＣやＳＮＳ等の分野にも引き続き注力をしてまいります。
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販路

POSA型ギフトカード

券種

復興支援カードの発売

様々なジャンルで、第三者発行ビジネスを展開

複数の大手流通企業で売場展開スタート

トピックス
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地域産品ＰＲ＆ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞＤＢ

ＥＣ

主婦が地域産品メーカーの商品を、
SNSを利用し生活者にPRする
情報発信サービスを開始

（facebookページ）

トピックス
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ソーシャルネットワーク

バーチャルエキスポ

ＷＥＢ上の仮想展示場で、
商品情報をデータと映像で
閲覧するサービスをスタート

(ﾊﾞｰﾁｬﾙｴｷｽﾎﾟ映像ﾍﾟｰｼﾞ）

トピックス

みんなでつくる贈り物ウェブ
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卸機能の強化

卸機能の確立

卸機能のイノベーション

継続黒字・継続成長

収益率の改善

基礎収益率の向上／新収益源の確立

卸機能日本一の グッドカンパニー になる

2012～

2009～

2006～

2015～

ポートフォリオ経営の実行 NEXT10目標 95期計画
ROE 10% 7.8%
ROA 5% 4.1%
経常利益率 1.5% 1.3%
自己資本比率 35% 31.1%

NEXT10

９５期ミッション

ビジョン
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伝統と革新伝統と革新

創業130年に向けて。伝統と革新。
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本資料は2012年３月期決算の業績および今後の経営戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、当社
が発行する有価証券の投資勧誘を目的としたものではありません。また本資料掲載の事項は、資料作成時点に
おける当社の見解であり、その情報の正確性および完全性を保証または約束するものではなく、今後予告なし
に変更することがあります。
本資料は、2012年５月10日現在のデータに基づき作成しております。
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補足資料

[補足]業態別売上高

【連結】 （単位：百万円）

業態別売上高 当期 構成比 前年同期比 前年同期 構成比 増減額
卸売業 103,512 17.1% 103.0% 100,531 16.9% 2,980

百貨店 24,209 4.0% 97.1% 24,932 4.2% ▲ 722

スーパー 338,559 55.9% 99.6% 339,903 57.2% ▲ 1,343

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ・ﾐﾆｽｰﾊﾟｰ 86,651 14.3% 111.7% 77,540 13.1% 9,110

その他小売 26,407 4.4% 102.9% 25,658 4.3% 749

メーカー他 26,130 4.3% 102.6% 25,467 4.3% 662

計 605,470 100.0% 101.9% 594,033 100.0% 11,437

【単体】 （単位：百万円）

業態別売上高 当期 構成比 前年同期比 前年同期 構成比 増減額
卸売業 103,531 17.1% 98.3% 105,319 18.0% ▲ 1,787

百貨店 24,209 4.0% 97.1% 24,928 4.2% ▲ 719

スーパー 338,559 55.9% 102.7% 329,564 56.2% 8,994

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ・ﾐﾆｽｰﾊﾟｰ 86,651 14.3% 112.3% 77,143 13.1% 9,508

その他小売 26,404 4.4% 105.5% 25,030 4.3% 1,374

メーカー他 25,842 4.3% 104.8% 24,663 4.2% 1,179

計 605,199 100.0% 103.2% 586,649 100.0% 18,550
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【連結】 （単位：百万円）

商品分類別売上高 当期 構成比 前年同期比 前年同期 構成比 増減額
ﾋﾞｰﾙ 147,498 24.4% 104.6% 140,974 23.7% 6,523

和洋酒 93,394 15.4% 103.1% 90,617 15.3% 2,776

調味料・缶詰 95,665 15.8% 101.6% 94,194 15.8% 1,470

嗜好・飲料 133,340 22.0% 105.4% 126,452 21.3% 6,888

麺・乾物 42,061 7.0% 98.1% 42,863 7.2% ▲ 801

冷凍・ﾁﾙﾄﾞ 24,172 4.0% 82.2% 29,408 5.0% ▲ 5,236

ｷﾞﾌﾄ 47,161 7.8% 98.0% 48,129 8.1% ▲ 968

その他 22,176 3.6% 103.7% 21,392 3.6% 783

合計 605,470 100.0% 101.9% 594,033 100.0% 11,437

【単体】 （単位：百万円）

商品分類別売上高 当期 構成比 前年同期比 前年同期 構成比 増減額
ﾋﾞｰﾙ 147,498 24.4% 104.6% 140,974 24.0% 6,523

和洋酒 93,394 15.4% 103.1% 90,617 15.5% 2,776

調味料・缶詰 95,665 15.8% 103.1% 92,750 15.8% 2,914

嗜好・飲料 133,340 22.0% 105.8% 126,053 21.5% 7,287

麺・乾物 42,061 7.0% 99.4% 42,298 7.2% ▲ 237

冷凍・ﾁﾙﾄﾞ 24,172 4.0% 98.1% 24,649 4.2% ▲ 477

ｷﾞﾌﾄ 47,161 7.8% 98.0% 48,114 8.2% ▲ 953

その他 21,906 3.6% 103.4% 21,189 3.6% 717

合計 605,199 100.0% 103.2% 586,649 100.0% 18,550

[補足]商品分類別売上高

(ギフトの内、酒類 21,950)

(ギフトの内、酒類 21,950)

[補足]エリア別売上高
【連結】 （単位：百万円）

エリア別売上高 当期 構成比 前年同期比 前年同期 構成比 増減額
北海道 13,268 2.2% 108.5% 12,227 2.1% 1,040

東北 21,177 3.5% 106.6% 19,873 3.3% 1,304

関東甲信越 263,139 43.5% 104.1% 252,688 42.5% 10,450

東海北陸 92,900 15.3% 93.7% 99,197 16.7% ▲ 6,296

近畿 142,297 23.5% 100.4% 141,274 23.9% 572

中国 23,548 3.9% 105.4% 22,349 3.8% 1,198

四国 6,678 1.1% 113.0% 5,909 1.0% 768

九州 42,459 7.0% 106.0% 40,061 6.7% 2,397

計 605,470 100.0% 101.9% 594,033 100.0% 11,437

【単体】 （単位：百万円）

エリア別売上高 当期 構成比 前年同期比 前年同期 構成比 増減額
北海道 13,268 2.2% 108.5% 12,227 2.1% 1,040

東北 21,177 3.5% 106.6% 19,873 3.4% 1,304

関東甲信越 263,131 43.5% 104.1% 252,685 43.1% 10,445

東海北陸 92,900 15.4% 101.1% 91,904 15.7% 996

近畿 142,035 23.5% 100.3% 141,635 24.1% 399

中国 23,548 3.9% 105.4% 22,349 3.8% 1,198

四国 6,678 1.1% 113.0% 5,909 1.0% 768

九州 42,459 7.0% 106.0% 40,061 6.8% 2,397

計 605,199 100.0% 103.2% 586,649 100.0% 18,550
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[補足]株式状況
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◆大株主 ◆株式の総数・株主数

◆所有者別株式様式分布状況

株主名 所有株式数（株） 所有株式数比率(%)

伊藤忠商事（株） 6,220,316 47.72%

日本トラスティ・サービス信託銀行（株）

住友信託銀行再信託分・アサヒビール（株）退職給付信託口） 815,000 6.25%

（株）日本アクセス 400,000 3.06%

味の素㈱ 339,129 2.60%

松下　善四郎 302,000 2.31%

アサヒビール（株） 296,500 2.27%

みずほ信託銀行㈱退職給付信託みずほ銀行口

再信託受託者資産管理サービス信託銀行㈱ 236,835 1.81%

伊藤忠食品　従業員持株会 173,900 1.33%

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 143,600 1.10%

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱(信託口） 115,600 0.88%

（注）上記のほか、自己株式が194,534株あります。

外国人, 467,321,
3.6%

金融商品取引業者,
32,068, 0.2%

金融機関,
1,710,700, 13.2%

個人・その他,
2,512,059, 19.4%

国内法人,
8,259,000, 63.6%

会社が発行する株式の総数 40,000,000株

発行済株式の総数 13,032,690株

株主数 12,575名 （前期末比631名増加）

[補足]会社情報

■商号 伊藤忠食品株式会社

■創業 明治19年2月11日　（1886年  2月11日）

■設立 大正7年11月29日　（1918年11月29日）

■資本金 4,923,464,500円

■従業員数 連結　981名　　個別　783名

■事業内容

■本店所在地 大阪市中央区城見2丁目2番22号　

大阪本社 大阪市中央区城見2丁目2番22号　

東京本社 東京都中央区日本橋室町3丁目3番9号

■インターネットホームページ http://www.itochu-shokuhin.com/

TEL：　03-3270-7620

酒類・食品の卸売およびそれに伴う商品の保管、運送ならびに各種商品の情報

提供、商品流通に関するマーチャンダイジング等を主とした事業活動を展開しています。

TEL：　06-6947-9811

◆概要（２０１２年３月３１日現在）

◆沿革

■　１８８６年　　 明治１９年２月

■　１９１８年　　　 大正７年１１月
を設立。

■　１９７１年 昭和４６年３月

■　１９８２年　　　 昭和５７年１０月
強化を図る。

■　１９９６年　　　 平成８年１０月

■　２００１年　　　 平成１３年３月

■　２００６年　　　 平成１８年２月 創業１２０周年。

 伊藤忠商事（株）（本社：大阪市）と資本・業務提携し、営業および管理機能の

（株）メイカン（本社：名古屋市）と合併し、商号を伊藤忠食品（株）に変更。

東京証券取引所市場第一部に上場。  (証券コード：2692）

武田長兵衛商店より洋酒食料部門を譲り受け、洋酒食料品雑貨の
直輸出入商および卸問屋業の松下善四郎商店（本社：大阪市）を創業。

松下善四郎商店を改組して(株）松下商店（資本金１百万円　本社：大阪市）

(株）鈴木洋酒店（本社：東京都中央区）を合併し、商号を松下鈴木（株）に変更。
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